
国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所 揖斐川第二出張所 

  

・ 「母なる川」揖斐川は、季節ごとや場所ごとに様々な表情を見せながら悠々と流れています。 

 花が咲く早春は特に表情が豊かで、揖斐川の堤防を車で走りますと、所々に黄色いじゅうたんを敷き詰めたよう 

 な風景に出くわします。3月末までに河川工事を終え、一段落した工事現場の傍らで、待ちわびたかのように一 

 斉に黄色の花を咲かせ、河川利用者や車のドライバーたちの目を和ませてくれます。 

  実は、この黄色の花は、一般に‘菜の花’と呼ばれているもので、アブラナ科の植物の花全般を言うようです。  

 聞くところによると、全国各地の河川敷に咲く菜の花の大半は「カラシナ」と呼ばれるもので、明治以降に日本 

 に帰化し、西日本を中心に広がっていったようですが、今回、写真撮影を行った揖斐川中流部に咲く菜の花の正 

 体が一体何なのか？ 素朴な疑問から早速調査を行ってみました。  

福束大橋と菜の花風景（平成26年3月22日撮影） 

揖斐川左岸36.4Kp（安八町牧地先） 平成26年3月22日撮影 

『早春の花めぐり！』 揖斐川の美しき菜の花風景 『早春の花めぐり！』 揖斐川の美しき菜の花風景 

揖斐川右岸32.0Kp（輪之内町塩喰地先） 平成26年3月22日撮影 




